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安
倍
政
権
に
よ
る
戦
争
法
の
強
行
に
怒
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
。
戦
争
を
絶
対
に
止
め
る
と
い
う
意
志
を
固
め
て
い
る
す
べ
て
の
皆
さ
ん
。
11
月

１
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
集
会
は
、
労
働
者
人
民
が
自
ら
の
力
で
戦
争
を
阻
止

し
、
安
倍
を
打
ち
倒
す
た
め
の
集
会
で
す
。
集
会
後
に
は
銀
座
へ
の
デ
モ
も
行
わ
れ
ま
す
。
全
国
か
ら
こ
の
集
会
に
大
結
集
し
ま
し
ょ
う
。

上巻定価2300円＋税
下巻定価2400円＋税

き
た
労
働
組
合
が
参
加
し
ま

す
。
労
働
者
が
国
際
的
に
団

結
す
れ
ば
、
労
働
者
同
士
を

殺
し
合
わ
せ
る
戦
争
は
必
ず

阻
止
で
き
ま
す
。

　
ゼ
ネ
ス
ト
と
国
際
連
帯
で

安
倍
を
打
倒
し
戦
争
絶
対
阻

止
へ
！
　
11
・
１
集
会
に
万

余
の
人
び
と
が
集
ま
れ
ば
、

労
働
者
の
真
の
力
を
示
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
16
春
闘
を
ス
ト

ラ
イ
キ
で
闘
う
情
勢
を
切
り

開
き
ま
し
ょ
う
。
来
年
の
参

院
選
を
、
ゼ
ネ
ス
ト
と
国
際

連
帯
で
戦
争
と
新
自
由
主
義

の
攻
撃
を
粉
砕
す
る
決
戦
と

し
て
闘
い
ま
し
ょ
う
。

　
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
集
会

へ
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。

ゼ
ネ
ス
ト
と
国
際
連
帯
で
戦
争
と
め
よ
う

現代革命
への挑戦

９
・
16
法
大
デ
モ
を
闘
う
全
学
連

関西生コン支部は９月11日に戦争法に反対しストライキを闘った

全
線
開
通
を
狙
う
Ｊ
Ｒ
に
対

し
、
被
曝
労
働
拒
否
を
掲
げ

て
数
波
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
打

ち
抜
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
の
下
請
け
会

社
で
列
車
の
清
掃
に
携
わ
る

労
働
者
が
、
動
労
千
葉
と
と

も
に
闘
う
新
た
な
労
働
組
合

（
動
労
総
連
合
）
を
結
成

し
、
ス
ト
で
雇
い
止
め
解
雇

を
撤
回
さ
せ
る
な
ど
の
闘
い

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労

組
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
は

９
月
11
日
、
戦
争
法
反
対
を

掲
げ
ス
ト
に
立
ち
ま
し
た
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
を
復
権
さ
せ

て
こ
そ
、
労
働
者
が
人
間
扱

い
さ
れ
な
い
今
の
社
会
を
覆

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

全
産
別
で
の
闘
い
へ

　
11
・
１
集
会
は
第
三
に
、

Ｊ
Ｒ
か
ら
始
ま
っ
た
ス
ト
ラ

イ
キ
の
う
ね
り
を
す
べ
て
の

産
業
・
地
域
に
拡
大
す
る
集

会
で
す
。
全
国
の
労
働
者
の

一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
（
ゼ
ネ
ス

ト
）
で
戦
争
を
絶
対
に
阻
止

し
ま
し
ょ
う
。

　
戦
争
法
は
、
中
央
省
庁
や

地
方
自
治
体
、
航
空
、
海

運
、
Ｊ
Ｒ
、
陸
運
、
放
送
、

通
信
、
電
力
な
ど
１
５
２
社

と
機
関
を
「
指
定
公
共
機

関
」
と
し
戦
争
協
力
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
で
働
く
労
働
者
が
戦
争

協
力
を
拒
否
し
て
ス
ト
ラ
イ

キ
に
立
ち
上
が
れ
ば
、
戦
争

は
絶
対
に
阻
止
で
き
ま
す
。

　
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
い

る
安
倍
は
、
改
憲
と
徴
兵
制

推
進
を
唱
え
、
派
遣
法
改
悪

に
も
賛
成
す
る
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
を
使
っ
て
、
労
働
組
合
を

産
業
報
国
会
に
再
編
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
10
月
７
日

の
連
合
大
会
で
新
た
に
事
務

局
長
に
就
任
し
た
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
の
逢
見
直
人
会
長
は
、

６
月
28
日
、
戦
争
法
や
派
遣

法
改
悪
を
通
す
た
め
に
安
倍

と
極
秘
で
会
談
し
て
い
た
人

物
で
す
。

　
11
・
１
集
会
は
、
労
働
運

動
の
解
体
と
変
質
を
狙
う
こ

う
し
た
策
動
を
許
さ
ず
、
階

級
的
労
働
運
動
を
復
権
す
る

た
め
の
集
会
で
す
。

民
主
労
総
と
連
帯
し

　「
中
国
シ
ョ
ッ
ク
」
で
大

恐
慌
が
深
ま
り
、
民
営
化
、

外
注
化
・
非
正
規
職
化
の
攻

撃
と
戦
争
は
全
世
界
で
一
層

激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
11
・
１
集
会
は
第
四
に
、

労
働
者
の
国
際
連
帯
で
こ
れ

と
対
決
す
る
集
会
で
す
。
こ

の
集
会
に
は
、
す
で
に
３
波

の
ゼ
ネ
ス
ト
を
闘
っ
て
い
る

韓
国
・
民
主
労
総
を
始
め
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ト
ル

コ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
、

新
自
由
主
義
と
闘
い
続
け
て

た
。
こ
の
判
決
を
基
礎
に
、

動
労
千
葉
は
解
雇
撤
回
を
Ｊ

Ｒ
に
迫
る
新
た
な
闘
い
を
始

め
て
い
ま
す
。
国
鉄
労
働
者

１
０
４
７
名
の
解
雇
撤
回
闘

争
は
、
闘
う
労
働
者
・
労
働

組
合
の
結
集
軸
で
し
た
。
そ

の
位
置
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
国
鉄
闘
争
を
継
続

し
、
労
働
組
合
の
力
を
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
。

　
動
労
千
葉
は
10
月
１
日
、

外
注
化
阻
止
・
非
正
規
職
撤

廃
を
掲
げ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
に

立
ち
ま
し
た
。
業
務
を
丸
ご

と
下
請
け
会
社
に
委
託
す
る

外
注
化
は
、
正
規
職
を
非
正

規
職
に
置
き
換
え
る
資
本
の

攻
撃
の
主
要
な
手
段
に
な
っ

て
い
ま
す
。
外
注
化
は
安
全

も
破
壊
し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
で
続

発
す
る
事
故
は
外
注
化
が
原

因
で
す
。
こ
れ
に
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
る
の
が
動
労
千
葉

の
闘
い
で
す
。

　
動
労
千
葉
の
兄
弟
組
合
の

動
労
水
戸
は
、
福
島
第
一
原

発
の
直
近
を
走
る
常
磐
線
の

全
力
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

　
安
倍
政
権
は
戦
争
法
粉
砕

の
闘
い
の
前
進
を
恐
れ
、
ス

パ
イ
化
攻
撃
と
闘
う
全
学
連

の
指
導
的
な
４
学
生
を
デ
ッ

チ
あ
げ
で
不
当
逮
捕
す
る
な

ど
、
全
学
連
へ
の
弾
圧
を
強

め
て
い
ま
す
。
警
察
の
弾
圧

と
ス
パ
イ
化
策
動
は
、
戦
争

へ
の
道
で
す
。
絶
対
に
許
せ

ま
せ
ん
。
４
学
生
を
必
ず
奪

還
し
よ
う
。
11
・
１
集
会
に

参
加
し
、
労
働
者
と
と
も
に

銀
座
を
デ
モ
し
よ
う
。

　
戦
争
法
粉
砕
の
国
会
闘
争

を
先
頭
で
闘
っ
た
全
学
連

（
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連

合
、
斎
藤
郁
真
委
員
長
）
も

11
・
１
集
会
へ

の
大
結
集
を
呼

び
か
け
て
い
ま

す
。
全
学
連
は

こ
の
秋
、
法
政

大
、
京
都
大
、

東
北
大
、
広
島

大
、
沖
縄
大
を

先
頭
に
反
戦
ス

ト
ラ
イ
キ
と
自

治
会
建
設
を
か

ち
と
る
た
め
に

外注化粉砕ストに立つ動労千葉組合員（10月１日　幕張本郷駅前）

　安倍政権は、米軍とともに朝鮮侵略
戦争に突入しようとしています。朝日
新聞（10月５日付）で報道されたよう
に、米韓両軍は北朝鮮の体制転覆を狙
う「作戦計画５０１５」を策定しまし
た。これは北朝鮮・キムジョンウン第
１書記の殺害や首都ピョンヤンへの空
爆を含む、大規模で凶暴な戦争計画で
す。同時に、韓国労働者のゼネストな
ど革命的闘いを戦争体制で押しつぶす
狙いを持つものです。
　作戦では、イラク戦争と同規模の米

軍20万人の動員が想定されています。
沖縄や成田をはじめ日本が最大の出撃
基地になります。安倍政権は「北朝鮮
を先制攻撃することは自衛権の範囲内
であり、法文上可能」と明言。朝鮮戦
争になれば自衛隊ばかりでなく航空・
船舶・港湾・陸運・医療など多くの労
働者が戦争に動員されます。絶対に許
せません。11・１集会は大高揚した戦
争法粉砕の国会闘争を引き継ぎ、それ
を発展させる闘いです。巨大な集会と
デモをかちとりましょう。

戦
争
法
成
立
阻
止
へ
連
日
国
会
闘
争
が
闘
わ
れ
た
。
９
月
13
日
の
国
会
正
門
前
集
会

　
Ｊ
Ｒ
の
労
働
者
で
組
織
す

る
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組

合
（
動
労
千
葉
）
は
６
月
30

日
、「
国
鉄
分
割
・
民
営
化

に
よ
る
組
合
員
の
解
雇
は
不

当
労
働
行
為
」
と
す
る
判
決

を
最
高
裁
で
確
定
さ
せ
ま
し

国会闘争の高揚ひき継ぎ

人
間
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
職

場
の
実
態
と
、
労
働
者
を
戦

場
に
送
る
戦
争
法
は
ま
さ
に

一
体
で
す
。

　
安
倍
は
先
の
国
会
で
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
を
強
行
し

ま
し
た
。
労
働
者
に
は
「
一

生
派
遣
」「
生
涯
非
正
規

職
」
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
年

収
２
０
０
万
円
以
下
で
、
い

つ
首
を
切
ら
れ
る
か
も
わ
か

ら
ず
、
過
労
死
に
至
る
長
時

間
労
働
を
強
制
さ
れ
て
い
る

の
が
、
多
く
の
若
者
の
現
実

で
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
強
い

て
い
て
何
が
「
１
億
総
活
躍

社
会
」
で
し
ょ
う
か
。

　
格
差
・
貧
困
と
い
う
現
実

の
出
発
点
は
、
１
９
８
７
年

の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
し

た
。
そ
れ
以
降
、
労
働
組
合

の
力
は
弱
め
ら
れ
、
労
働
者

の
権
利
は
な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
鉄
分
割
・
民

営
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
Ｊ

Ｒ
の
中
か
ら
、
反
撃
の
火
の

手
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

次は 11・１日比谷野音だ

闘
う
労
組
が
必
要
だ

　
11
・
１
集
会
は
第
二
に
、

労
働
者
の
権
利
と
尊
厳
を
踏

み
に
じ
っ
て
強
行
さ
れ
る
外

注
化
・
非
正
規
職
化
の
攻
撃

と
、
国
鉄
闘
争
を
軸
に
対
決

す
る
集
会
で
す
。
労
働
者
が

こ
と
は
、「
立
憲
主
義
を
守

れ
」
と
い
う
今
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
体
制
を
擁
護
す
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
唱
和
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
ス
ト
ラ
イ
キ
と
国
際

連
帯
で
戦
争
法
の
発
動
、
戦

争
そ
の
も
の
を
現
実
に
阻
む

こ
と
で
す
。

「
作
戦
計
画
５
０
１
５
」
に

基
づ
く
朝
鮮
半
島
で
の
戦
争

を
た
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
次
に
な
す
べ
き

ら
政
治
家
や
資
本
家
た
ち
で

は
な
く
、
私
た
ち
自
身
だ

と
、
多
く
の
人
び
と
が
決
意

し
ま
し
た
。
国
会
前
で
初
め

て
出
会
っ
た
人
同
士
が
ス
ク

ラ
ム
を
組
み
、
警
察
の
妨
害

を
は
ね
の
け
て
車
道
を
解
放

し
た
時
、「
私
た
ち
に
は
力

が
あ
る
」
と
皆
、
実
感
し
た

と
思
い
ま
す
。
戦
争
法
が
通

っ
て
も
、
闘
い
が
終
わ
っ
た

と
は
誰
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
闘
い
は
ま
さ
に
こ
れ
か

ら
で
す
。

　
安
倍
は
本
気
で
戦
争
を
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本

・
ア
メ
リ
カ
の
両
帝
国
主
義

と
韓
国
の
パ
ク
ク
ネ
政
権
は

安
倍
は
打
倒
で
き
る

　
11
・
１
集
会
は
第
一
に
、

戦
争
絶
対
阻
止
・
安
倍
打
倒

の
集
会
で
す
。

　
戦
争
法
の
強
行
採
決
を
前

に
、
国
会
前
に
は
連
日
、
数

万
人
が
駆
け
つ
け
、
全
国
で

数
百
万
の
人
び
と
が
怒
り
の

声
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は

労
働
者
人
民
が
自
ら
の
手
で

未
来
を
切
り
開
く
新
し
い
歴

史
の
始
ま
り
で
す
。
社
会
の

あ
り
方
を
決
め
る
の
は
安
倍

生
き
さ
せ
ろ
！

　
戦
争
と
民
営
化
の
安
倍
政
権
を
倒
せ
！

闘
う
労
働
組
合
を
全
国
の
職
場
に
！

11
・
１
全
国
労
働
者
集
会

11
月
１
日（
日
）正
午
開
会

東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂（
日
比
谷
公
園
内
）

■
主
な
発
言

☆
連
帯
の
あ
い
さ
つ
／
三
里
塚
空
港
反
対
同
盟
、福
島
、沖
縄
、星
野
闘
争
、

　
　
と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
！
百
万
人
署
名
運
動

☆
今
こ
そ
闘
う
労
働
組
合
を
全
国
の
職
場
に
／
呼
び
か
け
３
労
組
か
ら
の
訴
え

　
　
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
、港
合
同
、動
労
千
葉

☆
国
際
連
帯
の
訴
え
／
韓
国
、ア
メ
リ
カ
、ド
イ
ツ
、ト
ル
コ
な
ど
海
外
労
組
の
代
表

☆
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
の
闘
い

　
　
弁
護
団
、全
国
運
動
呼
び
か
け
人
、動
労
千
葉
争
議
団
、

　
　
国
労
闘
争
団

☆
Ｊ
Ｒ
の
外
注
化
阻
止
・
非
正
規
職
撤
廃
／
被
曝
労
働
拒
否
／

　
動
労
総
連
合
を
全
国
に

　
　
動
労
水
戸
、動
労
連
帯
高
崎
、動
労
西
日
本
ほ
か

☆
闘
う
労
働
運
動
を
め
ざ
し
て
／
各
産
別
の
闘
争
報
告
と
決
意

　
　
自
治
体
、教
労
、郵
政
、医
療
・
介
護
、合
同
一
般
労
組

☆
決
意
表
明
／
動
労
千
葉
青
年
部
、全
学
連

■
集
会
後
、銀
座
デ
モ

（
呼
び
か
け
）
全
日
建
運
輸
連
帯
労
組
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
／
全
国
金
属
機
械
労
組
港
合
同
／
国
鉄
千
葉

動
力
車
労
働
組
合
／
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
全
国
運
動

10
・
31
労
働
者
国
際
連
帯
集
会

10
月
31
日（
土
）
午
後
１
時
30
分
開
会

千
葉
商
工
会
議
所
第
１
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
中
央
区
中
央
２
―
５
―
１
、

千
葉
中
央
ツ
イ
ン
ビ
ル
２
号
館
14
階
）

主
な
発
言
／
韓
国
、ア
メ
リ
カ
、ド
イ
ツ
、ト
ル
コ
、在
日
・
滞
日
外
国
人
労
働
者
ほ
か

主
催
／
11
・
１
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
実
行
委
員
会

国
鉄
を
軸
に
外
注
化・非
正
規
化
阻
止
を

全
学
連
へ
の
弾
圧
う
ち
破
り

学
生
も
と
も
に
闘
お
う
！



前　　　　　　　　　　　　　進 （２）第三種郵便物認可２０１５年１０月１９日（月曜日） 　　　通巻第２７０２号

す
。

　
中
東
で
は
す
で
に
米
欧
や

ロ
シ
ア
な
ど
世
界
の
大
国
に

よ
る
介
入
と
参
戦
で
戦
火
が

と
め
ど
な
く
拡
大
し
、
恐
る

べ
き
虐
殺
と
破
壊
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
す
。
11
・
１
集

会
に
は
韓
国
・
民
主
労
総
と

と
も
に
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ

カ
、
ト
ル
コ
の
闘
う
労
働
者

や
、
世
界
各
地
か
ら
来
日
し

て
働
い
て
い
る
多
く
の
外
国

人
労
働
者
が
参
加
し
ま
す
。

ト
ル
コ
の
Ｕ
Ｉ
Ｄ
―
Ｄ
Ｅ
Ｒ

（
国
際
労
働
者
連
帯
協
会
）

の
代
表
は
「
中
東
は
今
、
火

の
海
で
す
」
と
語
り
、「
労

働
者
階
級
の
国
際
的
団
結
、

連
帯
と
共
同
の
闘
い
が
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
緊
急
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。

　
11
・
１
集
会
を
、
労
働
者

階
級
の
国
際
連
帯
の
力
で
戦

争
を
阻
止
す
る
全
世
界
的
な

闘
い
の
出
発
点
と
し
て
か
ち

と
り
ま
し
ょ
う
。
支
配
階
級

は
自
分
た
ち
の
利
益
を
「
国

益
」
と
し
て
押
し
出
し
、
そ

の
も
と
で
労
働
者
階
級
を
戦

争
に
動
員
し
よ
う
と
し
ま
す

が
、
労
働
者
が
拒
否
す
れ
ば

戦
争
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
も

そ
も
労
働
者
階
級
に
国
境
な

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
生

産
を
担
い
、
社
会
を
実
際
に

動
か
し
て
い
る
の
は
労
働
者

で
す
。
ゼ
ネ
ス
ト
と
国
際
連

帯
で
戦
争
を
止
め
よ
う
！

　
世
界
の
労
働
者
の
団
結
し

た
決
起
で
、
新
自
由
主
義
を

打
ち
破
り
、
資
本
の
支
配
を

最
終
的
に
打
ち
倒
す
闘
い
に

進
み
ま
し
ょ
う
。
11
・
１
日

比
谷
野
外
音
楽
堂
に
大
結
集

し
て
闘
い
ま
し
ょ
う
。
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は
、
権
力
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
偏
向

的
判
決
を
行
い
、
マ
ス
コ
ミ
は
最
小
限

の
恥
さ
え
な
く
、
政
権
の
低
劣
な
ラ
ッ

パ
吹
き
に
な
っ
て
久
し
い
。

　
こ
の
暗
澹
（
あ
ん
た
ん
）
た
る
現

実
、
積
も
り
積
も
っ
て
爆
発
寸
前
に
達

し
た
民
衆
の
怒
り
は
、
今
や
民
衆
自
ら

決
起
し
て
、
奪
わ
れ
た
権
利
を
取
り
戻

す
巨
大
な
闘
争
を
要
求
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、
11
月
14
日
、
10
万
人
を

目
標
と
す
る
民
衆
総
決
起
を
通
じ
て
、

パ
ク
ク
ネ
政
権
と
財
閥
が
追
求
す
る
反

民
衆
政
策
に
対
す
る
民
衆
の
怒
り
を
示

す
だ
ろ
う
。

　
こ
の
地
の
す
べ
て
の
民
衆
よ

　
集
ま
ろ
う
　
ソ
ウ
ル
へ
！

　
行
こ
う
　
青
瓦
台
へ
！

　
ひ
っ
く
り
返
そ
う
　
世
の
中
を
！

　
２
０
１
５
年
９
月
22
日

　
　
　
　
　
　
民
衆
総
決
起
闘
争
本
部

民
衆
に
転
嫁
し
、
そ
う
で
な
く
と
も
使

用
者
側
の
不
法
、
違
法
が
乱
舞
す
る
労

働
市
場
を
無
法
天
下
に
し
、
労
働
者
を

奴
隷
に
す
る
と
い
う
以
外
の
何
も
の
で

も
な
い
。

　
こ
の
国
の
農
民
の
生
存
権
は
最
後
の

崖
っ
ぷ
ち
に
立
っ
た
。
再
開
発
、
都
市

浄
化
と
い
う
名
の
も
と
に
強
行
さ
れ
て

い
る
貧
民
に
対
す
る
弾
圧
も
、
や
む
こ

と
な
く
続
い
て
い
る
。
民
衆
の
激
し
い

反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
老
朽
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
と
新
規
原
子
力
発
電

所
建
設
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
民
衆
の
現
実
が
こ
の
よ
う
に
残
酷
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
実
は
隠
さ

れ
、
民
意
は
歪
曲
（
わ
い
き
ょ
く
）
さ

れ
、
民
主
主
義
は
消
え
失
せ
て
し
ま
っ

た
。
政
権
の
失
政
に
対
抗
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
巨
大
野
党
は
、
闘
お
う
と
せ

ず
、
自
ら
の
身
の
回
り
の
こ
と
だ
け
に

き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
し
て
い
る
。
司
法
府

通
じ
て
民
衆
の
富
を
奪
っ
て
少
数
に
集

中
さ
せ
た
代
価
で
あ
っ
た
。
し
か
し
パ

ク
ク
ネ
政
権
は
そ
れ
で
も
足
り
ず
、
今

や
賃
金
ピ
ー
ク
制
で
全
労
働
者
の
賃
金

を
削
減
し
て
、
一
般
解
雇
導
入
で
す
べ

て
の
労
働
者
を
非
正
規
職
に
し
、
非
正

規
職
使
用
期
限
を
２
年
か
ら
４
年
に
延

長
し
て
、
奴
隷
契
約
を
延
長
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
経
済
危
機
の
苦
痛
を
労
働
者

た
。
こ
の
政
府
は
、
光
復
70
年
と
「
韓

日
修
交
50
周
年
」
を
対
等
な
位
置
に
置

い
て
、
戦
犯
で
あ
り
か
つ
て
の
支
配
者

で
あ
っ
た
日
本
の
再
武
装
と
集
団
的
自

衛
権
行
使
に
事
実
上
賛
成
し
、
韓
日
軍

事
協
定
締
結
で
、
韓
日
軍
事
同
盟
を
試

み
て
い
る
。
ま
た
こ
の
政
府
は
、
南
北

対
決
政
策
固
守
と
吸
収
統
一
の
露
骨
化

で
、
こ
の
地
に
戦
争
の
緊
張
を
高
め
て

お
り
、
サ
ー
ド
配
置
を
推
進
し
な
が

ら
、
こ
の
地
を
米
国
の
対
中
軍
事
対
決

の
前
哨
基
地
に
す
る
危
険
千
万
な
行
動

を
見
せ
て
い
る
。

　
昨
今
の
経
済
危
機
は
、
金
融
化
、
規

制
緩
和
、
公
共
部
門
の
民
営
化
（
私
有

化
）、
労
働
柔
軟
化
（
雇
用
不
安
定

化
）
な
ど
、
新
自
由
主
義
経
済
政
策
を

っ
た
。
結
局
変
わ
っ
た
も
の
は
何
も
な

く
、
民
衆
の
安
全
と
生
存
に
は
爪
の
ア

カ
ほ
ど
の
関
心
も
な
い
こ
の
政
権
の
本

質
が
ま
た
再
び
現
れ
た
。

　
こ
の
政
権
の
「
問
答
無
用
の
対
米
追

従
」
と
「
対
北
朝
鮮
敵
対
政
策
」
は
、

こ
の
地
の
正
義
と
平
和
を
失
墜
さ
せ

　
き
ょ
う
私
た
ち
は
、
日
々
激
し
く
な

る
パ
ク
ク
ネ
政
権
の
暴
政
に
対
し
て
、

こ
の
地
の
民
主
、
民
生
、
平
和
を
か
ち

と
る
た
め
の
民
衆
の
総
決
起
を
訴
え
る

た
め
に
、
こ
の
場
に
立
っ
た
。

　
昨
年
２
９
４
人
の
生
命
を
奪
い
取
っ

た
セ
ウ
ォ
ル
号
の
悲
劇
が
、
今
年
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ
（
マ
ー
ズ
、
中
東
呼
吸
器
症
候

群
）
事
態
で
再
現
さ
れ
、
36
人
の
生
命

が
ま
た
再
び
失
わ
れ
た
。
セ
ウ
ォ
ル
号

惨
事
当
時
、
た
っ
た
の
１
人
も
救
助
で

き
な
か
っ
た
こ
の
政
権
は
、
無
責
任
な

対
応
と
病
院
公
開
拒
否
で
ま
た
別
の
セ

ウ
ォ
ル
号
惨
事
を
つ
く
り
出
し
て
し
ま

　
▼
サ
ー
ド
　
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
ミ
サ
イ

ル
。
米
が
韓
国
に
配
備
し
よ
う
と
し
て

い
る
高
高
度
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
。

　
▼
青
瓦
台
（
チ
ョ
ン
ワ
デ
）　
大
統

領
官
邸
。
ソ
ウ
ル
の
北
岳
山
の
麓
、
景

福
宮
の
後
方
に
建
つ
青
瓦
の
建
物
。

ハ
ン
サ
ン
ギ
ュ
ン
民
主
労
総
委
員
長

　
戦
争
と
大
失
業
・
非
正
規

職
化
の
攻
撃
は
完
全
に
一
体

で
す
。
こ
の
二
つ
を
と
も
に

打
ち
破
る
こ
と
は
、
ま
さ
に

今
、
全
世
界
の
労
働
者
が
ひ

と
し
く
直
面
し
て
い
る
課
題

で
す
。

　
戦
争
も
、
首
切
り
・
賃
下

げ
・
総
非
正
規
職
化
の
攻
撃

も
、
１
％
の
資
本
家
階
級
が

労
働
者
人
民
を
ひ
た
す
ら
犠

牲
に
し
て
生
き
延
び
る
た
め

で
す
。
資
本
主
義
・
帝
国
主

義
の
最
末
期
の
絶
望
的
な
延

命
形
態
で
あ
る
新
自
由
主
義

は
、
99
％
の
労
働
者
人
民
へ

の
徹
底
し
た
搾
取
と
収
奪
に

よ
っ
て
、
わ
ず
か
１
％
の
支

配
階
級
の
も
と
に
巨
額
の
富

が
集
中
す
る
構
造
を
つ
く
り

だ
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
、

そ
の
新
自
由
主
義
の
破
産
が

世
界
大
恐
慌
と
し
て
爆
発
す

る
中
で
、
彼
ら
は
こ
ぞ
っ
て

国
内
の
労
働
者
階
級
に
対
す

る
極
限
的
な
搾
取
に
走
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、

世
界
の
資
源
・
市
場
・
勢
力

圏
を
め
ぐ
っ
て
奪
い
合
い
、

互
い
に
対
立
を
深
め
、
第
２

次
大
戦
を
も
上
回
る
新
た
な

侵
略
戦
争
・
世
界
戦
争
の
道

に
の
り
だ
し
て
い
る
の
で

０
万
人
の
膨
大
な
死
者
、
１

千
万
人
の
離
散
家
族
と
い
う

癒
や
し
が
た
い
傷
を
残
し
ま

し
た
。
民
主
労
総
は
、
こ
の

歴
史
を
二
度
と
繰
り
返
さ
せ

な
い
と
い
う
固
い
決
意
で
闘

っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
同
じ
闘
い
が
今

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

パ
ク
ク
ネ
打
倒
へ
突
き
進
む

韓
国
・
民
主
労
総
と
固
く
連

帯
し
、
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ

キ
で
戦
争
を
止
め
、
安
倍
政

権
を
打
倒
す
る
闘
い
に
立
ち

上
が
り
ま
し
ょ
う
。

総
な
ど
58
団
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
民
衆
総
決
起
闘
争

本
部
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ

の
記
者
会
見
の
場
で
読
み
上

げ
ら
れ
た
宣
言
文
（
別
掲
）

で
は
、
パ
ク
ク
ネ
の
暴
政
へ

の
怒
り
と
と
も
に
、
日
米
両

政
府
に
よ
る
戦
争
策
動
へ
の

強
い
危
機
感
が
表
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
安
倍
政

権
の
「
朝
鮮
有
事
」
を
ふ
り

か
ざ
し
た
戦
争
法
の
制
定

が
、
米
オ
バ
マ
政
権
の
対
中

国
・
対
北
朝
鮮
の
軍
事
対
決

政
策
と
並
ん
で
、
朝
鮮
半
島

で
の
新
た
な
戦
争
の
危
機
を

あ
お
っ
て
い
る
こ
と
を
鋭
く

弾
劾
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
０
年
に
始
ま
っ
た

朝
鮮
戦
争
は
、
南
北
朝
鮮
人

民
に
４
０
０
万
人
か
ら
５
０

に
や
ま
れ
ぬ
決
起
で
あ
り
、

「
生
き
さ
せ
ろ
！
」
の
切
実

な
叫
び
で
す
。
そ
れ
と
同
時

に
、
米
韓
の
「
作
戦
計
画
５

０
１
５
」
の
も
と
朝
鮮
半
島

を
め
ぐ
っ
て
差
し
迫
る
戦
争

の
危
機
と
正
面
か
ら
対
決
す

る
闘
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
９
月
22
日
に
は
、
民
主
労

の
周
り
に
、
未
組
織
労
働
者

も
含
め
た
全
労
働
者
が
結
集

し
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
民
や

都
市
の
零
細
自
営
業
者
、
セ

ウ
ォ
ル
号
遺
族
、
障
害
者
団

体
や
女
性
団
体
な
ど
多
く
の

社
会
団
体
、
学
生
、
大
学
教

授
、
宗
教
者
な
ど
す
べ
て
の

人
び
と
が
合
流
し
て
、
韓
国

社
会
の
根
底
か
ら
の
変
革
を

求
め
る
大
闘
争
へ
と
突
き
進

ん
で
い
ま
す
。
労
働
組
合
に

組
織
さ
れ
た
労
働
者
が
そ
の

中
心
に
座
り
、
職
場
か
ら
ス

ト
ラ
イ
キ
を
も
っ
て
闘
い
ぬ

い
て
い
る
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ

る
人
民
の
怒
り
を
解
き
放

ち
、
体
制
変
革
の
一
点
に
向

け
て
結
集
す
る
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

差
し
迫
る
戦
争

の
危
機
と
対
決

　
こ
の
闘
い
は
、
韓
国
を
支

配
す
る
巨
大
財
閥
と
結
託
し

て
す
べ
て
の
矛
盾
を
労
働
者

人
民
に
押
し
つ
け
て
い
る
パ

ク
ク
ネ
政
権
に
対
す
る
や
む

れ
は
労
働
組
合
を
破
壊
し
、

労
働
運
動
を
一
掃
し
て
労
働

者
を
完
全
な
無
権
利
状
態
に

た
た
き
落
と
す
攻
撃
と
一
体

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
通
し

て
一
握
り
の
大
資
本
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
全
社
会
を
独
裁

的
に
支
配
す
る
体
制
を
狙
う

も
の
で
す
。

　
民
主
労
総
は
こ
れ
と
全
面

対
決
し
、
逆
に
、「
ひ
っ
く

り
返
そ
う
！
　
財
閥
の
世
の

中
、
終
わ
ら
せ
よ
う
！
　
資

本
家
政
権
」
と
叫
ん
で
立
ち

上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

今
や
、
パ
ク
ク
ネ
政
権
と
絶

対
非
和
解
で
闘
う
民
主
労
総

　
民
主
労
総
は
今
年
、
４
月

24
日
、
７
月
15
日
、
９
月
23

日
と
、
３
波
に
わ
た
る
ゼ
ネ

ス
ト
を
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
11
月
か
ら
12
月

に
か
け
、
80
万
組
合
員
の
総

決
起
で
、
全
社
会
を
揺
る
が

す
巨
大
な
ゼ
ネ
ス
ト
を
闘
い

と
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
パ
ク
ク
ネ

政
権
の
打
倒
を
真
っ
向
か
ら

掲
げ
て
闘
わ
れ
る
政
治
ゼ
ネ

ス
ト
で
す
。

　
11
月
14
日
に
は
首
都
ソ
ウ

ル
に
10
万
人
を
集
め
て
「
パ

ク
ク
ネ
退
陣
」
を
求
め
る
民

衆
総
決
起
大
会
を
開
く
こ
と

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
集

ま
ろ
う
ソ
ウ
ル
へ
！
　
行
こ

う
青
瓦
台
（
大
統
領
官
邸
）

へ
！
　
ひ
っ
く
り
返
そ
う
世

の
中
を
！
」
で
す
。

　
パ
ク
ク
ネ
政
権
が
推
進
す

る
新
自
由
主
義
の
「
命
よ
り

金
」
の
政
治
は
今
日
、
労
働

者
階
級
に
多
大
の
犠
牲
を
強

い
る
だ
け
で
な
く
、
韓
国
社

会
全
体
を
崩
壊
の
ふ
ち
に
た

た
き
込
ん
で
い
ま
す
。
最
大

の
焦
点
は
、「
労
働
市
場
の

構
造
改
革
」
の
名
で
進
め
ら

れ
る
「
よ
り
安
易
な
解
雇
、

よ
り
低
い
賃
金
、
よ
り
多
数

の
非
正
規
職
」
を
つ
く
り
だ

そ
う
と
す
る
攻
撃
で
す
。
そ

民
営
化
・
労
組
破
壊
攻
撃
に

ゼ
ネ
ス
ト
で
闘
う
民
主
労
総

11
・
１
大
集
会
は
労
働
者
が

国
際
的
に
団
結
し
闘
う
場
だ

民
主
労
総
本
部
前
の
街
路
を
占
拠
し
た
９
・
23
民
主
労
総
ゼ
ネ
ス
ト
大
会
。
手
配
中
の
ハ
ン
サ
ン
ギ
ュ
ン
委
員
長

が
登
場
し
「
野
蛮
の
政
権
を
ひ
っ
く
り
返
す
闘
争
に
の
り
だ
そ
う
」
と
11
・
14
民
衆
総
決
起
闘
争
を
呼
び
か
け
た

９
・
23
ゼ
ネ
ス
ト
へ
「
労
働
悪
法
、
安
易
な
解
雇
、
生
涯
非
正
規
職
」

な
ど
の
文
字
を
燃
や
し
集
会
・
都
心
デ
モ
（
９
月
19
日
　
ソ
ウ
ル
）

昨年11・２全国労働者総決起集会で発言するロサンゼルス統一教組のセ
シリー・マイアトクルスさんと在日・滞日外国人労働者（日比谷野音）

　
11
・
１
労
働
者
集
会
に
は
、
世
界
各
地
の
闘
う
労
働
者
・
労
働
組
合
が
参
加
し
ま
す
。
特
に
韓
国
か
ら
は
、
パ
ク
ク
ネ
政
権
の
戦
争
と
非
正
規

職
化
の
攻
撃
に
ゼ
ネ
ス
ト
で
立
ち
向
か
っ
て
い
る
民
主
労
総
（
全
国
民
主
労
働
組
合
総
連
盟
）
の
労
働
者
が
多
数
、
日
本
の
闘
う
労
働
者
と
の
連

帯
を
求
め
て
や
っ
て
き
ま
す
。
民
主
労
総
は
こ
の
11
月
、
パ
ク
ク
ネ
政
権
打
倒
の
全
民
衆
総
決
起
を
呼
び
か
け
、
一
層
大
規
模
な
ゼ
ネ
ス
ト
に
立

ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
11
・
１
集
会
を
、
労
働
者
階
級
の
国
際
連
帯
で
戦
争
を
阻
止
す
る
闘
い
の
新
た
な
出
発
点
と
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
地
の
す
べ
て
の
民
衆
よ

ひ
っ
く
り
返
そ
う
世
の
中
を

民
衆
総
決
起
闘
争
本
部
発
足
宣
言（
抜
粋
）

民
主
労
総
が
大
挙
来
日
す
る

日
韓
連
帯
で
非
正
規
職
撤
廃
を

「朝鮮有事」＝米日帝の侵略戦争阻止へ
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